
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成 23 年 4 月 6 日現在

研究分野：位相幾何学

科研費の分科・細目：数学・幾何学

キーワード：コホモロジー、特性類、

線型表現、Mackey 函手

１．研究計画の概要
離散群の有限次元線型表現が与えられると、
離散群の分類空間上に平坦束が定まる。分類
空間のコホモロジーは群のコホモロジーと
一致するので、平坦束の特性類は群のコホモ
ロジー類を定める。本研究では離散群のコホ
モロジーとの関わりに焦点をしぼり、分類空
間の平坦束の特性類の性質を明らかにする
こと、得られた結果を具体的な群のコホモロ
ジーの計算・コホモロジー類の構成などに応
用する。

２．研究の進捗状況
本研究は(i) 線型表現の特性類 (ii) 離散群の
線型表現の有限近似 (iii) 特性類に対する
Riemann-Roch 型の定理の 3つのテーマにわ
かれる。これまでに得られた主要な成果を述
べる。
(1) 有限群の閉曲面への作用はトポロジー・

関数論・代数幾何にまたがる研究対象で
あり、多くの研究が成されてきたが、全
ての作用を同時に扱うようなフレームワ
ークはなかった。
本研究では、有限群 G の閉曲面への作用
全体の集合を用いて有限生成な Mackey
函手 B(G)を構成した。閉曲面の写像類群
という離散群の有限部分群は B(G)の元
に対応しており、B(G)の構成はテーマ(ii)
に関する主要な成果となっている。

(2) また群作用の特性類 ((Mumford-森田
-Miller 類)とホモロジー表現が、B(G)を
定義域とする Mackey 函手の自然変換と
して記述できることを示した。この結果
により、群作用の特性類が線型表現の特
性類の「高次化」であることがわかった。

さらに特性類のmod p還元がある種の周
期性を満たすことを示した。これらがテ
ーマ(i)の主要な結果である。

(3) 最後にテーマ(iii)に関しては、B(G)の性
質と Ib Madsen の結果を用いて、有限群
G の閉曲面への作用に付随する二種類の
特 性 類 (Mumford- 森 田 -Miller 類 と
Newton 類)の関係を明らかにした(整数
係数あるいは素数 p に対する p 局所的な
Riemann-Roch 型の公式)。また G が有
限巡回群の場合には Bernoulli 数の整数
論的な性質を用いて、より精密な公式を
えている(研究代表者と河澄響矢氏との
共同研究)。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
本研究は 3 つのテーマに分かれるが、前項で
も述べたように各テーマで現時点では十分
な結果を得ている。

４．今後の研究の推進方策
研究の進捗状況欄で述べた結果を更に進展
させる。とくに閉局面上の群作用の特性類の
性質を、線型表現の特性類の高次化の視点か
ら明らかにする。また、これまでの研究成果
は主に 2次元の多様体の対称性に付随するも
のだったが、残された期間で得られた結果を
高次の多様体の対称性に拡張したい。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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